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白洲次郎：東北電力会長、大沢商会の役員等ビジネスで
も活躍したが、敗戦後吉田茂とともにアメリカと対等に交
渉し、日本国憲法の草案を作ったことでも有名です。天皇の
地位を想定し「Symbol　of　State」とし、戦後の新憲法で
日本語では「象徴」という表現とした。工作好きはマッ
カーサー元帥に手作りの木製椅子をプレゼントし、今も
第2ギャラリーに展示されています。父親、白洲文平の
建築を道楽としていたことからも理解できます。

白洲正子：樺山伯爵家の次女として生まれ、アメリカの
ハートリッジスクールに留学。結婚後小林秀雄、青山二
郎らと親交を結び、文学、骨董の世界に親しむ。次郎が造るほうに正子は骨董等を集めること
に興味が分かれています。

近隣に見られる茅葺の建屋：
①町田市薬師池公園に残る茅葺の民家
茅葺入母屋桁行6間半、梁行4間半の元町田市三輪町にあった医
院で妻側が入り入り口となっている。幕末期の農村部の医家で面
白いです。街道に面して入り口がとられていたと思われます。
東京都指定文化財となっています。

②町田市薬師池公園に残る茅葺の養蚕農家
多摩ニュータウンの建設に伴いここに昭和50年に移築された養
蚕農家です。桁行15ｍ、梁間8.8mの寄棟造り、旧永井家住宅で
重要文化財に指定されています。広間型住宅で下手が土間で床
上にはヒロマ、デイ、ヘヤの広間型三間取りとなっています。
窓も少なく閉鎖的です。武相荘の田の字型より三間取りヒロマ
型は年代的に古いといわれています。

③現在も使われている農家
町田市能ヶ谷にみえます。農家として使われているようにみえ
ます。（規模、間取り等不詳）武相荘近くにあります。外壁は
土壁のままです。（武相荘は土壁に漆喰が施されています）

散策路からの風景

場所：小田急鶴川駅から徒歩10分弱
入場料：1000円
売店：焼き物ほかお土産
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